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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 9,061 5.1 608 2.0 728 6.5 462 △2.4

30年3月期第1四半期 8,624 7.2 596 24.4 684 30.1 474 33.0

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　449百万円 （△33.3％） 30年3月期第1四半期　　674百万円 （616.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 60.10 ―

30年3月期第1四半期 61.56 ―

（注）当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第1四半期 39,873 20,049 50.1 2,592.52

30年3月期 39,144 19,792 50.4 2,558.76

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 19,970百万円 30年3月期 19,710百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 2.50 ― 25.00 ―

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 25.00 ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成３０年３月期の１株当たり期末配当金については、当
該株式併合後の金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式併合後の基準で換算した１株当たり年間配当額は、平成３０年３月期は５
０円、平成３１年３月期（予想）は５０円となります。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,000 1.6 1,800 1.5 1,900 0.2 1,250 30.3 162.27

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 7,740,000 株 30年3月期 7,740,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 36,974 株 30年3月期 36,954 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 7,703,035 株 30年3月期1Q 7,704,427 株

（注）当社は、平成２９年１０月１日付で普通株式１０株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われ
たと仮定して、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数
値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、Ｐ．３をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報  

（１）経営成績に関する説明  

国内総合物流事業の営業収入は８３億１千８百万円（前年同期比４．０％増収）、

営業利益は５億７千４百万円（前年同期比０．１％増益）となりました。倉庫業は

石油化学品、輸入青果物等の取扱いが増加し、入出庫数量９９万トン（前年同期９

４万トン）、平均保管残高２９万トン（前年同期２７万トン）となりました。港湾

運送業は石炭、ソーダ灰等の取扱いが減少し、取扱数量は１３３万トン（前年同期

１３７万トン）となりました。自動車運送業は前年同期を上回る水準で堅調に推移

しました。その他の業務は一部作業が減少しましたが、前年並みとなりました。 

営業利益は施設の新設、更新に伴い減価償却費が増加したこと等により、前年同

期並みに留まりました。  

国際物流事業の営業収入は８億４百万円（前年同期比１３．９％増収）、営業利

益は３千１百万円（前年同期比５４．６％増益）となりました。ロシア経済の回復

基調が底堅く推移したことにより、ロシア国内及び周辺国での貨物の取扱いが増加

しました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収

入９０億６千１百万円（前年同期比４億３千７百万円、５．１％増収）、営業利益

６億８百万円（前年同期比１千１百万円、２．０％増益）、経常利益７億２千８百

万円（前年同期比４千４百万円、６．５％増益）となりました。一方、親会社株主

に帰属する四半期純利益は冷蔵倉庫冷却設備更新に伴う固定資産除却損を計上した

こと等により、４億６千２百万円（前年同期比１千１百万円、２．４％減益）とな

りました。  

 

（２）財政状態に関する説明 

全般の概況 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億２千８百

万円増加し、３９８億７千３百万円となりました。流動資産は、受取手形及び営業

未収入金等の増加により、３億９千２百万円増加しました。固定資産は、有形固定

資産の取得の増加等に伴い、前連結会計年度末に比べ３億３千６百万円増加しまし

た。 

負債は、前連結会計年度末に比べ４億７千１百万円増加し、１９８億２千４百万

円となりました。未払法人税等が減少しましたが、設備関係支払手形が増加し、借

入金も長期短期合わせて２億５千６百万円増加しました。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ２億５千６百万円増加し、２００億４千９百

万円となりました。利益剰余金が２億６千９百万円増加しました。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ０．３ポイント低下し、５０．

１％となりました。 
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（３） 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明  

   当社グループでは、営業活動による連結業績が、概ね堅調に推移していることから、 

平成３０年５月１４日の決算短信にて公表した連結業績予想につきましては、変更し  

ておりません。  
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,895 1,772 

受取手形及び営業未収入金 4,119 4,486 

原材料及び貯蔵品 159 165 

前払費用 114 178 

その他 410 489 

貸倒引当金 △0 △1 

流動資産合計 6,699 7,091 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 51,467 52,111 

減価償却累計額 △38,699 △38,903 

建物及び構築物（純額） 12,768 13,208 

機械及び装置 20,150 20,774 

減価償却累計額 △18,035 △18,108 

機械及び装置（純額） 2,114 2,665 

船舶及び車両運搬具 1,152 1,164 

減価償却累計額 △1,069 △1,063 

船舶及び車両運搬具（純額） 83 101 

工具、器具及び備品 979 983 

減価償却累計額 △895 △895 

工具、器具及び備品（純額） 84 88 

土地 8,461 8,461 

リース資産 79 79 

減価償却累計額 △46 △50 

リース資産（純額） 33 29 

建設仮勘定 730 82 

有形固定資産合計 24,275 24,637 

無形固定資産    

リース資産 2 2 

その他 139 135 

無形固定資産合計 142 138 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,270 6,241 

長期貸付金 11 111 

繰延税金資産 304 209 

その他 1,472 1,471 

貸倒引当金 △31 △29 

投資その他の資産合計 8,027 8,005 

固定資産合計 32,445 32,781 

資産合計 39,144 39,873 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 3,097 3,315 

短期借入金 5,293 5,732 

リース債務 14 13 

未払金 869 1,151 

未払法人税等 597 50 

業務システム開発中止に伴う損失引当金 225 － 

設備関係支払手形 686 1,236 

その他 1,206 1,027 

流動負債合計 11,990 12,527 

固定負債    

長期借入金 5,320 5,137 

リース債務 20 17 

繰延税金負債 － 92 

退職給付に係る負債 1,789 1,814 

役員退職慰労引当金 21 8 

資産除去債務 55 55 

その他 154 170 

固定負債合計 7,362 7,296 

負債合計 19,352 19,824 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,260 8,260 

資本剰余金 5,181 5,181 

利益剰余金 4,663 4,933 

自己株式 △61 △61 

株主資本合計 18,044 18,314 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,715 1,695 

為替換算調整勘定 127 138 

退職給付に係る調整累計額 △178 △178 

その他の包括利益累計額合計 1,665 1,655 

非支配株主持分 81 78 

純資産合計 19,792 20,049 

負債純資産合計 39,144 39,873 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業収入 8,624 9,061 

営業原価 7,558 8,003 

営業総利益 1,065 1,057 

販売費及び一般管理費 469 449 

営業利益 596 608 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 66 71 

受取地代家賃 22 22 

その他 43 60 

営業外収益合計 132 155 

営業外費用    

支払利息 36 30 

持分法による投資損失 4 1 

その他 2 2 

営業外費用合計 44 34 

経常利益 684 728 

特別利益    

固定資産売却益 1 0 

特別利益合計 1 0 

特別損失    

固定資産除却損 5 41 

特別損失合計 5 41 

税金等調整前四半期純利益 680 687 

法人税、住民税及び事業税 157 31 

法人税等調整額 45 196 

法人税等合計 202 227 

四半期純利益 477 459 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
3 △3 

親会社株主に帰属する四半期純利益 474 462 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 477 459 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 199 △19 

為替換算調整勘定 △6 12 

退職給付に係る調整額 4 △0 

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △2 

その他の包括利益合計 196 △9 

四半期包括利益 674 449 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 670 453 

非支配株主に係る四半期包括利益 3 △3 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

 （継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 （追加情報）

 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月

16日）等を当第１四半期連結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の

資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。

 （セグメント情報等）
【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年4月1日　至 平成29年6月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２.

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自　平成30年4月1日　至　平成30年6月30日）
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

売上高
外部顧客への売上高

（注） １. 調整額は、セグメント間取引消去であります。
２. セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

報告セグメント 四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合
物流事業

国    際
物流事業

計
調整額
（注）1

20 593 2 596

セグメント間の
内部売上高又は振替高

計

セグメント利益 573

29 △ 7950

8,624

－

7,998 705 8,704 △ 79 8,624

8,624

79

－7,968 655

△ 61

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）2

国内総合
物流事業

国    際
物流事業

計

775 9,061 －

報告セグメント
調整額
（注）1

9,061

－

8,286

セグメント間の
内部売上高又は振替高

32

△ 61 9,061

セグメント利益 574 31 605 2 608

計 8,318 804 9,122

28 61

東洋埠頭㈱（９３５１）平成３１年３月期第１四半期決算短信
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